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施 設 名
指定管理者名

寒川町民センター・寒川町北部文化福祉会館・寒川町南部文化福祉会館

株式会社オーエンス

３．総括評価

施 設 所 管 課 に よ る
総 括 評 価

指定管理者選定委員会
に よ る 意 見

コロナ禍における公民館運営について、利用者との連絡調整、対応など円滑に行い、早期に貸室や講座の再開ができた。講座参加
者アンケートでは講座に参加できることに感謝の意見が目立ち、町民が学習機会を求めていることや意欲の高揚につながっているこ
とが把握できた。これまでの利用者アンケートで要望の多いトイレの洋式化について、今年度は町民センター１階トイレの改修ができ
たことは高く評価できる。

施設の管理状況及びその評価については、概ね適切である。これまで利用者より要望の多かったトイレの
洋式化に対応できたのは評価できる。その他、机等の備品についても安全に利用できるよう適宜更新して
いただきたい。また、講座等の実施にあたってはインターネット等の活用について検討いただきたい。

○

電話や直接の苦情を受けた場合も口頭報告だけ
でなく書面記録を必ず残すよう指導。

○
○

○

毎年、各館で一定量の調査票回収に努めてお
り、満足度やニーズの根拠となっている。

事業運営 利用者や地域住民等との連携が図られている。
利用団体等の活動のための支援が行われている。
サービスの向上や利用の促進に向けた取り組みを積極的に行っている。
自ら目標を設定し、達成に向けた取り組みを積極的に行っている。

収 支 状 況

財 務 状 況 安定的な指定管理業務を継続可能な、健全な財務状況を確保している。

○

そ の 他

○
○

○

令和4年3月31日平成29年4月1日 ～

売上と小口運用資金の2種類の口座を開設し、
資金管理を行っている。
小口運用資金は、館ごとで出納帳を作成し、月
ごとに集計を行っている。

○

新型コロナウイルスによる休館再開時には、利
用者による事前チェックや消毒作業が必要となっ
たが、チェックシートや消毒用品を整え、利用者
からの協力を得て支障なく運営を行っている。利
用者サービス向上のため、来年度に接遇研修を
実施する。

直営時の委託先を維持し、修繕・物品購入等で
町内企業の活用に努めている。

職員が必要時に確認できるよう、関係法令等を
一元管理している。

ファイルにはパスワードを付与し、書類は施錠付きキャ
ビネットで保管している。コロナ対応書類は一定期間保
管後、速やかに処分している。

平成29年度以降の請求事例はないが、規程に
沿って情報公開を行う。

書類は内容・保管期限ごとに分類し、ファイリン
グにて保管している。

町と連絡調整を図りながら業務を遂行し、各種報告書も
遅滞なく提出している。臨時休館については、利用者に
対し事前に周知を図った。

各館で年2回、職員・利用者合同の避難訓練を実施し、
全職員対象に救命救急講習を3月実施予定。

コロナの影響による使用料の減収については、
事業費、光熱水費の支出削減で対応した。

防火チェック票に確認欄を付加し改善を図った。
計画的に修繕を行い、利用者から要望が多かっ
た町民センターのトイレ洋式化修繕を、町と協議
のうえ1月末に実施した。同分室トイレ洋式化に
ついても今年度中に実施予定で、北部および南
部公民館のトイレ洋式化については。来年度の
優先事項とする。

○ ○

○ ○

職員の資質向上のため、県生涯学習研修会（3
回）、県人権研修会、町高齢介護課による認知
症サポーター養成講座に参加した。全職員を対
象に、CS、個人情報、コンプライアンスについて
の書面研修を実施した。

評価基準

適切な執行体制を備えており、収支状
況についても適正である。

総括評価

○

○

二次評価
施設所管課による評価のポイント
適切な人員体制が確保され、労務管理も適
正に行われている。コロナ禍で臨時休館の
時期などに全職員が書面研修を受講した
り、県の各種研修に参加をしたりと資質向
上に努めていることは評価できる。

町内事業者の活用など適切に実施さ
れている。

関係法令等を一元管理、遵守し、適切
に業務を実施している。

個人情報保護に関し、新たにコロナ対応を
するにあたり、適切な対策がとられている。

情報公開に関する規程が整備され、情
報も適切に管理されている。
各種記録が適切に整備、管理されている。修繕の
進捗管理は結果的に施設の利便性向上に繋がっ
ている。

適切に実施されている。

避難訓練の利用者参加は、職員・利用
者ともに意識向上に繋がる。

適切な経理事務により、適正な予算執
行が行われている。

適切に施設の維持管理がなされてお
り、利用者が気持ちよく利用できる環
境を整えている。修繕の適切な進捗管
理により、第4四半期に利用者からの
要望が多かったトイレの洋式化に着手
できたことは高く評価できる。

新型コロナによる臨時休館から再開するに
あたり、消毒用品など必要物品の用意につ
とめたり、利用者側に清掃などの協力を求
めたりと、安心な利用についてよく検討され
ていた。利用者アンケートで公民館のコロナ
対応は高い評価を得た。

適切に実施されている。

苦情等の反省を生かし、業務改善を
行っている。

各館で一定量の回答を得ることに努め、とく
にコロナ対応の評価の高さが把握できた。

○

○

○

令和2年度　指定管理業務総括評価票（施設類型Ⅱ）
１．基礎項目

２．総括評価（個別項目の評価）

法 令 等 遵 守 法令、条例等に基づき、業務を実施している。 ○ ○

経 理 事 務

事業計画書に即した人員を適正に配置している。
業務に必要な資格、経験等を有する人員が確保されている。
労働法規等を遵守し、業務従事者等の労務管理を適正に行っている。
業務実施に必要となる研修等を実施している。
外部委託を行う際は事前に町の承認を受け、適切に実施している。

評価項目
２月

モニタリング結果
主な指摘事項と対応状況等

事故、災害等の緊急時における連絡体制が確保されている。
緊急時のマニュアル等が整備され、訓練等も実施している。

連 絡 調 整

○
事業計画書等に則り、適正な予算執行を行っている。
収支に関する書類を整理し、適切な経理事務を行っている。

外部委託を行う際は、寒川町内の企業の活用に努めている。

○
○

○

○

9月に指摘した救命救急研修は、関係先と打合
せ、来年度より職員を2グループに分けて実施予
定となった。各館の職員が県生涯学習研修会等
へ積極的に参加し、資質向上に努めている。

関係法令等を一元管理し、すぐに確認できる状
態で業務を実施している。

○
○
○

○
△
○

9月モニタリングで防火チェックの確認者欄が無
いことを指摘。10月分から付加され改善できてい
た。
修繕を計画的に行っており、これまで利用者から
要望が多かった町民センターのトイレ洋式化を1
月末に実行し、利用者ニーズの実現できたこと
は高く評価できる。

新型コロナ対策のため、消毒剤や体温計などの
物品の用意、利用者への注意喚起・消毒作業の
協力が必要となったが、円滑に休館再開が実行
できた。利用者満足度調査からもコロナ対策に
ついて適切な対応ができていると高い評価を得
ている。

○○

一次評価
（指定管理者による振り返り）

収支予算書に対し、適正な収支状況を確保している。

○ ○
コロナ禍で使用料収入が減収となる中、状況を見据え
た支出管理・調整を行い、その状況を町に報告してい
た。

○ ○
適切に実施されている。持ち帰りが必要なゴミの
指導がされている。

○

言葉遣い、態度、服装等、適切な接遇を実施している。
利用料金の徴収を適切に行っている。
事業計画書に則り、受託業務を実施している。
施設の設置目的に合致した自主事業を実施している。
ホームページの管理等、必要な情報提供を適切に行っている。

苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応している。
苦情、要望等を整理し、遅滞なく町に報告している。

ごみの適切な分別収集と減量化を図っている。

個人情報保護に関する規程が整備されている。
個人情報の漏洩・紛失等のないよう、対策を講じている。

基本的には、直営時の委託先を維持し、町内企
業の活用に努めている。

コロナ対応の利用者情報は1ヶ月後にシュレッダー処
理。指定管理者で個人情報漏洩賠償責任保険に加入し
ている。

規程に基づき、整備管理し、公表に備えている。

書類が明確にファイリング管理されている。修繕の進捗
状況を色分けした記録管理はわかりやすくて良い。

町からの指導を受け、苦情・トラブル発生につい
ての書面記録の徹底を図る。

今年度は、館のコロナ対策についての質問を追
加し、利用者から高い評価を得た。

点検、修繕等に関する記録が適切に保管されている。
各種報告書等を遅滞なく町に提出している。
町所管課や関係団体等との連絡調整を適切に行っている。

仕様書等に従い、ごみの資源化・減量化等、環境への配慮に努めている。

利用者アンケート 利用者アンケート調査を実施し、利用満足度やニーズ等の把握に努めている。

執 行 体 制 指定管理業務専用の口座、帳簿等を用意し、適切な執行体制を備えている。

○

◎

○
○
○
○

○
○
○

利 用 者 対 応 ◎
○

環 境 配 慮

○

情 報 公 開

管 理 記 録

情報公開に関する規程が整備されている。
協定書等に従い、情報を適切に管理、公表している。
業務日誌等の記録を適切に整備・保管している。

◎
○
○

○

条例等で定められた、開館日・開館時間等を遵守している。
必要な修繕等を適切に行い、町に報告している。
施設の使用状況等を集計し、利用者数、稼働率等は適正な水準にある。
施設の利用許可、案内等を適切・迅速に行っている。
利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。
利用者の安全確保のために必要な対策を講じている。

仕様書等に従い、清掃・警備・環境衛生管理を適切に行っている。
仕様書等に従い、施設・設備・備品の保守管理を適切に行っている。
仕様書等に従い、施設の防火管理を適切に行っている。

○○
○

○

○
○

本社及び現場での現金の取扱範囲を明確に定
め、適切な執行体制を備えている。
用途に応じた複数の口座や出納表等を用意し、
適正に管理、執行されている。

９月
○ ○

施 設 維 持 管 理

苦 情 等 対 応

人 員 体 制

収
支
状
況
等

指
定
管
理
業
務
の
内
容
・
水
準

指
定
管
理
業
務
の
実
施
体
制

緊 急 対 応

外 部 委 託

個人情報保護

○
○
○
○

○

◎
○

○
○

○

◎

○

◎

○

◎

◎

◎

○
○
○
○

◎
○
○
○
○

町と連絡を行いながら、業務を遂行している。臨時休館
時も利用者と円滑に連絡調整がされていた。

避難訓練で施設利用者も参加していることは良
い。

○

◎
○

○

○

サークル入会体験フェスタでは、ミニ展示やサー
クル紹介の掲示等、館ごとに工夫をして参加者
増を図った。ホームページやSNS、寒川ラジオな
どを活用した情報発信にも努めた。令和2年度は
新型コロナの影響により、事業の中止・変更が多
かったが、令和3年度は各館ごとに具体的な目標
を設定して事業の質の向上を図り、利用者サー
ビスの向上につなげていく。

◎

新型コロナにより計画していた事業は
中止・変更を余儀なくされたが、公民館
の意義として安全対策や工夫をしなが
ら、町民の学びの機会を閉ざさず事業
継続に努めたことは評価できる。開催
した事業では参加者アンケートでは参
加できたことへの感謝の声が目立っ
た。

○ ○
◎ ◎
○
○

○
○

サークル入会体験フェスタは春は中止となった
が、11月に実施し、入会勧奨の機会を提供し、利
用団体支援に繋がった。ホームページ、ＳＮＳや
寒川ラジオなど情報発信に努めていた。
コロナ禍のため事業は中止・変更が多かったが、
開催した事業では参加者アンケートでは参加で
きたことへの感謝の声が目立った。工夫をしなが
ら事業継続行ったことは評価できる。

【評価区分】

◎（優良）：仕様書・協定書等を遵守しながら、その水準以上の優れた内容で管理業務を行っている。

○（良好）：仕様書、協定書等を遵守し、概ねその水準どおりの内容で管理業務を行っている。

△（要改善） ：仕様書、協定書等を遵守しているものの、管理内容の一部に課題があり、改善を要する。

×（抜本的見直し） ：仕様書、協定書等を遵守しておらず、指導のうえ、管理内容を抜本的に見直す必要があ


